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33QQ--FY2010FY2010決算説明会決算説明会 ハイライトハイライト

＜＜3Q3Q業績報告＞業績報告＞

PC DRAMPC DRAMの価格下落、たな卸評価損等の計上、円高の進行により、の価格下落、たな卸評価損等の計上、円高の進行により、
営業損失営業損失269269億円を計上億円を計上

営業キャッシュ・フロー、フリー・キャッシュ・フローはともに黒字を維持営業キャッシュ・フロー、フリー・キャッシュ・フローはともに黒字を維持

＜ビジネスアップデート＞＜ビジネスアップデート＞

スマートフォン、タブレットスマートフォン、タブレットPCPC向けに向けにMobileMobile DDRAMRAMの需要が堅調の需要が堅調
4Q4Q以降の更なる需要拡大を見込む以降の更なる需要拡大を見込む

（（4Q4Qのデジタル家電向けビジネスは、季節要因により減少の見込み）のデジタル家電向けビジネスは、季節要因により減少の見込み）

1010年年1212月より月よりRexchipRexchipはは100% 40nm100% 40nm生産生産

広島工場で広島工場で40nm 2Gb Mobile DRAM40nm 2Gb Mobile DRAM生産拡大中生産拡大中

1111年年11月より広島工場で月より広島工場で30nm30nm台量産開始台量産開始

RexchipRexchipでは、では、

 
4Q4Qより試作開始予定より試作開始予定 1Q1Q--FY11FY11量産開始を目指す量産開始を目指す



業績報告

ビジネスアップデート
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DRAMDRAM価格推移：価格推移：1Gb1Gb DDR3 1333MbpsDDR3 1333Mbps

出所：
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7-9月期 vs. 10-12月期
スポット価格： QoQ36%下落
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約約40%40%下落下落
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売上高構成比売上高構成比
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33QQ--FY2010FY2010実績実績

（（1010億円）億円） 3Q3Q--FY2010FY2010 22QQ--FY2010FY2010 QoQQoQ 3Q3Q--FY2009FY2009 YoYYoY

売上高売上高 97.197.1 100%100% 148148.8.8 100%100% △△51.751.7 151.0151.0 100%100% △△53.953.9

売上総利益売上総利益（△損失）（△損失） △△7.77.7 --8%8% 40.240.2 27%27% △△47.947.9 47.247.2 31%31% △△54.954.9

営業利益営業利益（△損失）（△損失） △△226.96.9 --28%28% 23.523.5 16%16% △△550.40.4 30.430.4 20%20% △△57.357.3

経常利益（△損失）経常利益（△損失） △△30.530.5 --31%31% 15.215.2 10%10% △△445.85.8 27.527.5 18%18% △△58.058.0

当期純利益（△損失）当期純利益（△損失） △△29.629.6 --30%30% 9.29.2 6%6% △△38.838.8 21.121.1 14%14% △△50.650.6

EBITDAEBITDA(1)(1) 6.26.2 6%6% 48.848.8 33%33% △△42.742.7 59.359.3 39%39% △△53.153.1

ビット成長率ビット成長率 －－ －－ +11%+11% －－ ++18%18%

ASPASP(2)(2)変動率変動率 －－ －－ --37%37% －－ --39%39%

対米ドル平均為替レート対米ドル平均為替レート ¥¥883.03.0 ¥¥88.88.11 6%6%円高円高 ¥¥90.90.44 8%8%円高円高

主な利益変動要因（対前四半期）

(-) PC DRAM価格の下落による売上減とたな卸評価損等の計上
(-) 円高の進行
(-) 一部取引先に対する貸倒引当金の計上
(+) 微細化の進展によるコスト低減

(1) EBITDA = 税金等調整前四半期純利益+支払利息+減価償却費及びその他の償却費
(2) ASP (Average Selling Price) ：

 

平均販売単価
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売上高、営業利益分析（対前四半期）売上高、営業利益分析（対前四半期）
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財政状態財政状態

594 578

121 80

131 165

47 45

6566

（10億円）

142 141

347381

445436

負債の部・純資産の部資産の部
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40%

0.99倍 1.00倍

37%
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有形固定資産有形固定資産

受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金

現金及び現金同等物現金及び現金同等物

その他の資産その他の資産
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その他の資産その他の資産

有形固定資産有形固定資産

受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金

現金及び現金同等物現金及び現金同等物

その他の資産その他の資産
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キャッシュ・フローの状況キャッシュ・フローの状況
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四半期及び通期ガイダンス四半期及び通期ガイダンス

四半期四半期

（（1010億円）億円）

3Q3Q--FY2010FY2010 4Q4Q--FY2010FY2010
ガイダンスガイダンス

 ’’10 110 111/4/4発表発表
実績実績

ガイダンスガイダンス

 ’’11 2/211 2/2発表発表

QoQQoQビット成長率ビット成長率 約約1010%% 1111%% 55--10%10%
減価償却費減価償却費 32.032.0 31.831.8 31.031.0
販売管理費販売管理費 17.017.0 19.219.2 17.017.0

通期通期

（（1010億円）億円）

FY2010FY2010 FY2010FY2010
ガイダンスガイダンス

 ’’10 11/410 11/4発表発表
ガイダンスガイダンス

 ’’11 2/211 2/2発表発表

YoYYoYビット成長率ビット成長率 4040%%弱弱 約約35%35%
減価償却費減価償却費 130130 125125
販売管理費販売管理費 6868 7070
設備投資額設備投資額 115115 115115
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今後の今後のPowerchipPowerchipとの生産委託関係との生産委託関係

【エルピーダのメリット】

追加投資なく出荷規模の拡大が可能

Mobile DRAM増産のため、広島工場で減少するPC DRAM生産量をカバー

DRAMDRAM製品の供給の流れ製品の供給の流れDRAMDRAM製品の供給の流れ製品の供給の流れ

RexchipRexchip生産量生産量 約約6565％％

PowerchipPowerchipののDRAMDRAM生産量の最大生産量の最大5050％％ 100100％％

Powerchipブランドでの
DRAM販売終了

顧客顧客

RexchipRexchip生産量生産量 約約3535％％

RexchipRexchip生産量生産量 約約3535％％



業績報告

ビジネスビジネスアップデートアップデート
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DRAMDRAM市況の概観（当社予想）市況の概観（当社予想）

4Q-CY10 1H-CY11 1H-CY11に関する備考

【アプリケーション別市場動向】

スマートフォン/タブレットPC ・

 

旺盛な市場成長を見込む。

デジタル家電
・1H後半において新興国でのTVやSTBの

 
出荷台数の伸びを期待。

PC ・新興国向けの需要に期待。

サーバ
・4Qに引き続き、クラウドコンピューティング

 
向け需要の増加を期待。

【DRAMメーカーの立場から見るDRAM需給バランス】

Mobile DRAM
・供給メーカーが限られた大容量Mobile 
DRAMの旺盛な需要を見込み、需給バラン

 
スは良好に推移すると予想。

PC DRAM ・フラッシュメモリや他のDRAM製品への生

 
産シフトにより、需給バランスは若干改善?

出所：

 

当社予想
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Mobile DRAMMobile DRAM市場の成長性①市場の成長性①

ムーアの法則（20世紀）

ハードウェアの驚異的な価格低下と高性能化

ギルダーの法則（21世紀）

ネットワークの帯域は6-9ヶ月で倍増

2000年～

① インターネットのブロードバンド化

② ワイヤレスネットワークとの融合

クラウドコンピューティング時代クラウドコンピューティング時代

33億人以上が億人以上がCRAYCRAYを持つ時代を持つ時代

スマートフォンスマートフォン タブレットタブレットPCPC

CRAY-1
(1975年)

CRAY-2（1985年）

飛躍的なMobile DRAM市場の長期成長を期待

現在、ワイヤレスネットワークに接続されているモバイル機器
は40億台以上
今後、LTE（※）時代に突入し、更にモバイル機器が高性能化す

るとともに接続台数も拡大

現在、ワイヤレスネットワークに接続されているモバイル機器
は40億台以上
今後、LTE（※）時代に突入し、更にモバイル機器が高性能化す

るとともに接続台数も拡大 (※) LTE: 携帯電話の新通信規格であるLong Term Evolutionの略称。
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Mobile DRAMMobile DRAM市場の成長性②市場の成長性②

出所：

 

当社予測
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当社当社Mobile DRAMMobile DRAMビジネスの強みビジネスの強み

◆◆ Flexibility & Quick ResponseFlexibility & Quick Response
顧客の多様な要求への対応力顧客の多様な要求への対応力

容量：容量：4Gb / 6Gb / 8Gb4Gb / 6Gb / 8Gb
パッケージパッケージ: : nonnon--JEDECJEDECパッケージパッケージが主流が主流
インターフェースインターフェース:: LPDDR2 / LPDDR1LPDDR2 / LPDDR1等等

◆◆ 先端モバイル技術先端モバイル技術

◆◆ きめ細かなシステム技術きめ細かなシステム技術
サポート対応力サポート対応力

◆◆ その他その他

・・ Mobile DRAMMobile DRAM向けプロセス技術向けプロセス技術
・・ Mobile DRAMMobile DRAMの製品設計力の製品設計力

・・ 製品展開力製品展開力
・・ 生産対応力生産対応力

・・ エルピーダの中立性、一貫性のあるモバイルビジネス方針エルピーダの中立性、一貫性のあるモバイルビジネス方針

欧州 日本 米国台湾 韓国

Elpida’s Worldwide Support Lab
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LPDDR2 Mobile DRAMLPDDR2 Mobile DRAM取得数比較取得数比較

出所：

 

当社調べ
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先端プロセスへのシフト（自社ファブ全体）先端プロセスへのシフト（自社ファブ全体）

出所：

 

当社及びRexchip生産計画

広島工場

11年1月より30nm台での量産開始
スマートフォンやタブレットPC向けの
旺盛な需要に対応するため、40nm 
Mobile DRAMの生産を拡大中

Rexchip
10年12月より100% 40nm生産へ
4Q-FY10より30nm台での試作開始
予定 翌1Qの量産開始を目指す

広島工場

11年1月より30nm台での量産開始
スマートフォンやタブレットPC向けの
旺盛な需要に対応するため、40nm 
Mobile DRAMの生産を拡大中

Rexchip
10年12月より100% 40nm生産へ
4Q-FY10より30nm台での試作開始
予定 翌1Qの量産開始を目指す
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50nm/65nm-XS

30nm/40nm台

計画

自社ファブ（Elpida + Rexchip）ウェハ投入計画
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URL: http://URL: http://www.elpida.comwww.elpida.com

当資料に記載されている経営予測に基づく予想数値、今後の計画や戦略等、将来の見通しに関する記述は発表日時点において当社が判断したものです。これらの将

 
来に関する情報には不確実な要因が内在しており、設備拡充とそれに引き続く生産（能力の）過剰や価格下落圧力等から生じる市況サイクルに特徴づけられるＤＲＡ

 
Ｍ市場の全世界における変動性、競争の激しいＤＲＡＭ業界における再編等の変化、技術及び設計の変化、重要な原材料の供給の不足や中断あるいはその価格の

 
上昇、重要な顧客の喪失又は需要の減少、米ドル・ユーロ等の為替相場の動向、経済一般の状況、当社グループの市場環境、設備又は調達過程を損なう地震その他

 
の自然災害、テロ行為、疫病、暴動、その他当社グループのコントロールの及ばない事象等の様々な要因により、将来において生じる当社グループの実際の経営成績

 
等とは一致しない可能性があります。

（将来予測に関する注意）
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